
大鎧段飾り

金太郎人形

諏訪法性の兜

　
今
回
は
、
端
午
（
た
ん
ご
）
の
節
句
の
由

来
と
、
武
者
飾
り
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
端
午
の
節
句
は
、
中
国
・
朝
鮮
・
日
本

な
ど
で
５
月
５
日
に
行
わ
れ
る
年
中
行
事

で
す
。
中
国
で
始
め
ら
れ
た
行
事
で
、
５

月
を
牛
の
月
、
５
日
を
牛
の
日
と
定
め
、

５
月
５
日
を
「
端
午
の
節
句
」
と
し
ま
し

た
。
「
端
午
」
に
は
月
の
始
め
の
午
の
日

と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。
中
国
で
は
、

そ
の
日
に
よ
も
ぎ
で
作
っ
た
人
形
を
門
に

飾
り
、
菖
蒲
（
し
ょ
う
ぶ
）
酒
を
飲
ん
で
、

毒
気
を
払
い
ま
し
た
。

　
日
本
の
端
午
の
節
句
の
行
事
は
、
奈
良

時
代
に
、
御
所
で
馬
を
走
ら
せ
る
行
事
な

ど
を
行
っ
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。

　
鎌
倉
時
代
に
は
、
武
士
が
端
午
の
節
句

に
た
こ
揚
げ
・
綱
引
き
・
競
馬
な
ど
を
行

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
「
菖
蒲
」

を
「
尚
武（
し
ょ
う
ぶ
）」（
武
を
た
っ
と
ぶ
）

と
か
け
て
、
尚
武
の
節
目
の
行
事
と
し
て
、

５
月
５
日
に
盛
ん
に
端
午
の
節
句
を
祝
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
江
戸
時
代
に
な
る
と
、
武
家
で
男
子
が

生
ま
れ
た
際
、
門
の
前
に
馬
印
（
う
ま
じ

る
し
）
や
の
ぼ
り
旗
を
立
て
て
祝
う
よ
う

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
武
家
以
外
に
も
こ

れ
ら
の
風
習
が
広
が
り
、
端
午
の
節
句
に

鯉
の
ぼ
り
を
揚
げ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

や
が
て
、
鯉
の
ぼ
り
だ
け
で
な
く
紙
の
兜

（
か
ぶ
と
）
や
人
形
を
飾
る
よ
う
に
な
り
、

武
者
人
形
へ
と
発
展
し
て
い
き
ま
す
。

　
第
２
次
世
界
大
戦
後
、
５
月
５
日
は
、

子
ど
も
の
日
と
し
て
国
民
の
祝
日
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
日
に
は
武
者
飾
り
な
ど
を

飾
り
、
鯉
の
ぼ
り
を
立
て
、
男
子
の
健
康

を
願
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
武
者
飾
り
に
は
色
々
な
種
類
が
あ
り
ま

す
が
、
主
な
も
の
を
次
に
紹
介
し
ま
す
。

　「
諏
訪
法
性（
す
わ
ほ
っ
し
ょ
う
）の
兜
」

は
、
川
中
島
合
戦
の
錦
絵
な
ど
で
武
田
信

玄
が
着
用
し
て
い
る
姿
が
描
か
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
「
諏
訪
法
性
」
と
は
、
諏
訪
明

神
の
こ
と
で
す
。
ふ
る
さ
と
の
英
雄
「
武

田
信
玄
」
の
よ
う
に
力
強
く
育
っ
て
ほ
し

い
と
い
う
願
い
を
込
め
て
、
武
田
信
玄
の

兜
を
飾
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　
「
金
太
郎
人
形
」
は
、
強
く
元
気
な
子

ど
も
の
代
表
と
し

て
、
江
戸
時
代
か

ら
端
午
の
節
句
に

飾
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。「
金

太
郎
」
は
平
安
時

代
の
武
士
・
坂
田

金
時
（
さ
か
た
の

き
ん
と
き
）
の
幼

名
で
、
昔
話
・
童

話
に
登
場
し
ま
す
。

　
笛
吹
市
で
所
蔵

し
て
い
る
金
太
郎

人
形
に
は
、
「
熊

と
う
さ
ぎ

が

相

撲
を
取
り
、
金
太
郎
が
行
司（
ぎ
ょ
う
じ
）」
・

「
馬
に
乗
り
、マ
サ
カ
リ
を
持
つ
金
太
郎
」
・

「
鯉
を
釣
り
上
げ
て
い
る
金
太
郎
」
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

　
「
大
鎧
（
お
お
よ
ろ
い
）
段
飾
り
」
は
、

大
鎧
・
太
刀
（
た
ち
）
・
鯉
の
ぼ
り
・
吹
き

流
し
・
陣
太
鼓
・
陣
笠
（
じ
ん
が
さ
）
・
菖

蒲
の
花
な
ど
を
３
段
の
棚
に
飾
り
ま
す
。

　
大
鎧
は
武
器
で
は
な
く
、
子
ど
も
を
病

気
等
か
ら
守
る
防
具
と
し
て
飾
ら
れ
ま
す
。

　
今
回
紹
介
し
た
武
者
飾
り
は
、
八
田
家

書
院
で
５
月
９
日
（
日
）
ま
で
展
示
し
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
も
八
田
家
書
院
を
訪
れ
、

伝
統
あ
る
端
午
の
節
句
を
体
感
し
て
み
て

は
い
か
が
で
す
か
。

■問合せ先
　市民活動支援課　市民活動支援担当　
　☎055（262）4111 笛ちゃん 吹ちゃん

　家庭部会では、男性が台所に入り料理するきっかけになればと、

男性料理教室「これであなたも☆☆☆GET!」を開催し、20代から

80代まで16人の参加者と一緒に、手軽に作れる郷土料理「ほうとう」

に挑戦しました。

　1時間という短い時間でしたが、おいしいほうとうが出来上がり、

参加者にも満足していただけました。また、各家庭にある食材で

あっという間にできる簡単な料理2・3品を紹介したところ、大好

評でした。

　反省としては、手順などを丁寧に伝える時間が十分取れなかっ

たことです。今回だけに終わらせず、反省を生かしながら、定期

的にこの料理教室を開催したいと思っています。

　職場部会では、「働きやすい職場づくり」に取り組むため、2月
に市内13の事業所を訪問しました。働きやすい職場づくりのため
の取り組みや各種休暇制度の取得状況、公的支援を望むことなど
10項目の聞き取り調査を行い、どの事業所も働きやすい職場づく
りに懸命に努力していることが分かりました。また、公的機関で
は、労働基準法に定められた休暇は取りやすいようですが、ホテ
ルなどの観光業では、サービス第一になり、分かっていても実際
の休暇取得は難しい現状です。公的支援に望むこととしては、縦
割り行政の改善や学童保育の充実などが挙げられました。
　今回のフォーラムでは、笛吹中央病院の院内保育など先進的な
事例も紹介しながら、境川保育園・小山荘・石和サティ・笛吹市
役所について調査したことを報告しました。その後、意見交換を
行い、会場からは、実際職場で働いている人たちの生の声が聞き
たいなどの意見をいただきました。

　地域部会では、「夫婦は名前で呼び合おう」、「男性も自立しよう」、

「女性も積極的に地域で活動しよう」といった身近な話題を題材

にした会話劇を見ていただき、会場との意見交換を行いました。

　多くの方が参加してくださり、日頃思っていることや実践して

いることなどを全員で話し合える和やかなワークショップが開催

できました。会場からは、「30代までの人たちは抵抗なく男女共同

参画を実践しているけれど、それより上の年代の人たちは昔から

の習慣もありなかなか実践できない」という意見がありました。

また、「今日の意見交換を参考にして努力したい」という意見もい

ただき、推進活動の地道な積み重ねの必要性を感じました。

　2月28日、いちのみや桃の里ふれあい文化館で「市民協働・男女共同参画ふぉーらむ2010」が開催
されました。今年度は、市内でさまざまな活動をする団体やNPOなどで実行委員会を組織し、フォー
ラムを企画・開催しました。
　私たち男女共同参画推進委員会も実行委員会の一員として、家庭・職場・地域の3部会がそれぞれ
趣向を凝らしたワークショップを開催し、日頃の活動の発表や男女共同参画についての啓発活動を行
いました。


